
■ 電気設計上流工程における課題

■ “GENESYS-CR”の全体像

MBSE Information

✓ ドキュメント間の情報の関連付けがない
✓ 設計結果は仕様書に残っているが検討経緯が追えない
✓ 情報が膨大で設計変更における対応が困難
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■ 電気設計における要求分析・トレーサビリティの強化“GENESYS-CR”とは

■ “GENESYS-CR”の特徴

　「GENESYS-CR」は電気設計における要求分析 / 仕様検討の効率化と、「CR-8000」と連携し
た回路設計とのトレーサビリティ環境を提供します。電気設計における要求・機能ブロック・課題・
検証と詳細設計における回路を紐づけることにより、設計のリードタイム短縮・手戻りリスクの
削減・設計者の技術伝承をサポートします。

✓ 要求～設計情報の
　 集約・トレーサビリティ確保
✓ 設計結果のみでなく
　 検討過程・背景も記述可能
✓ 情報の紐づきによる
　 設計変更対象の参照
✓ 任意の情報から文書を自動作成

● 各情報の関連付けによるトレーサビリティ確保
● 情報のリアルタイム連携による整合性担保

● 回路起点の機能 – 要求 – 検証逆展開
● 回路設計における課題一覧の確認が可能

GENESYS-CRに入力した情報から
定義したフォーマットでドキュメント出力可能

過去データの設計経緯の把握
設計変更の影響範囲分析に活用可能

要求～設計のトレーサビリティ 「CR-8000」との連携

ドキュメント生成機能 設計資産の活用
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